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来
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
名
寄
市
の
新
し
い
天
文
台
に
、
圏
内
最
大
級
の
光
学
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
望
遠
鏡
を
設
置
・
所
有
す
る
の
は
北
海
道
大
学
で
、
名
寄
市
と
の
連
携
が
実
を
結
び
、
実
現
し
た
。
北
大

が
観
測
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
金
星
探
査
衛
星
も
来
春
打
ち
上
げ
予
定
で
、
こ
の
望
遠
鏡
の
映
像
も
使
用
し
て

研
究
成
果
を
伝
え
る
と
い
う
。
名
寄
は
金
星
の
謎
に
迫
る
前
線
基
地
に
も
な
り
そ
う
だ
。
(
小
林
舞
子
)

市
と
連
携
、
北
大
設
置

来春のオープンを待つ名寄市の新しい天文台。
左のドーム内に圏内最大級の北大の光学望遠鏡
が設置される=名寄市立木原天文台提供

天
文
台
は
現
在
、
市
内
の
道
立

サ
ン
ピ
ラ
l
パ
1
ク
内
に
市
が
建

設
中
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
税
学

館
な
ど
も
備
え
た
本
体
は
今
秋
ま

で
に
ほ
ぼ
で
き
あ
が
り
、
日
月
に

は
一
般
募
集
で
愛
称
も
「
き
た
す

ば
る
」
に
決
ま
っ
た
。

直
径
は
川
討
に

新
し
い
天
文
台
の
目
玉
と
な
る

の
が
、
直
径
1
・
6
M
の
光
学
望

遠
鏡
だ
。
宇
宙
観
測
研
兜
に
加

え
、
こ
の
分
野
を
学
ぶ
学
生
の
教

育
に
使
っ
た
り
、
最
新
の
情
報
を

広
く
知
ら
せ
た
り
す
る
目
的
の
文

部
制
学
省
の
予
算
で
、
北
大
が
設

置
。
大
学
が
持
つ
光
学
望
遠
鏡
と

し
て
は
圏
内
最
大
と
な
る
。

北
大
と
市
が
手
を
結
ん
だ
の

は
、
互
い
に
「
好
条
件
」
だ
っ
た

か
ら
。
名
寄
市
に
は
現
在
、
市
立

木
原
天
文
台
が
あ
る
。
高
校
教
諭

だ
っ
た
故
・
木
原
秀
雄
氏
が
退
職

金
で
は
年
に
建
設
し
、
そ
の
後
、

市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
直
径
お
弓
の

光
学
望
遠
鏡
を
持
つ
が
、
最
近
は

老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら

市
は
閉
鎖
を
決
め
、
継
承
す
る
施

設
の
新
設
を
考
え
て
い
た
。

一
方
、
北
大
は
こ
れ
ま
で
光
学

望
遠
鏡
を
持
た
ず
、
主
に
十
勝
支

庁
陸
別
町
の
「
銀
河
の
森
天
文

台
」
の
も
の
を
借
用
し
て
い
た
。

観
測
に
好
条
件

独
自
の
光
学
望
遠
鏡
の
設
置
を

目
指
す
北
大
は
、
好
条
件
が
そ
ろ

う
名
寄
に
着
目
し
た
。
北
海
道
で

は
、
日
高
山
脈
か
ら
大
雪
山
系
へ

と
高
い
山
が
南
北
に
連
な
り
、
そ

の
東
と
西
で
天
候
が
異
な
る
。
北

大
宇
宙
観
測
嘩
礎
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
の
渡
部
重
十
教
授
(
宇
宙
惑
星

和
学
)
は
「
天
体
観
測
に
重
要
な

の
は
天
候
。
東
の
陸
別
に
加
え
、

西
の
名
寄
に
も
精
度
の
高
い
望
遠

鏡
を
置
け
ば
、
観
測
の
効
率
が
上

が
る
」
と
期
待
す
る
。
過
去
3

度
、
超
新
星
そ
発
見
し
て
い
る
木

原
天
文
台
の
技
師
・
佐
野
康
男
さ

ん
が
「
年
聞
を
通
し
て
湿
度
が
低

く
、
冬
も
寒
い
割
に
風
が
弱
く
吹

雪
か
少
な
い
」
と
太
鼓
判
を
押
す

観
測
環
境
も
魅
力
だ
っ
た
。

北
大
の
望
遠
鏡
は
入
札
を
終
え

た
ば
か
り
で
、
観
測
に
使
え
る
よ

う
に
な
る
の
は
日
年
春
と
ま
だ
先

だ
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
望
遠
鏡
に

は
夢
が
膨
ら
む
理
由
が
あ
る
。

金
星
の
謎
に
も

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
(
J

A
X
A
)
は
来
春
、
金
星
に
探
査

衛
星
を
打
ち
上
げ
、
そ
の
形
成
過

程
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
金
星

の
大
気
の
観
測
用
に
は
赤
外
線
カ

メ
ラ
な
ど
5
台
を
搭
載
す
る
が
、

う
ち
「
2
台
半
」
の
開
発
や
デ
ー

タ
分
析
に
携
わ
る
の
が
北
大
だ
。

そ
の
責
任
者
で
も
あ
る
渡
部
教

授
は
「
金
星
は
お
隣
の
惑
星
で
、

地
球
と
同
じ
大
き
さ
と
な
じ
み
が

深
い
が
、
形
成
過
程
は
謎
。
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
名
寄
の
望
遠
鏡
の

映
像
な
ど
も
使
っ
て
、
最
新
の
知

見
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
」
と
語
る
。

新
し
い
天
文
台
は
、
北
大
の
望

遠
鏡
以
外
に
も
直
径
回
弓
と
幼
弓

の
も
の
を
含
む
最
大
4
機
の
光
学

望
遠
鏡
を
備
え
る
こ
と
が
可
能

で
、
来
春
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
楽

し
め
る
。
星
の
観
察
イ
ベ
ン
ト
だ

げ
で
な
く
、
夜
空
の
下
で
星
を
み

な
が
ら
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
企
画
な
ど

も
予
定
し
て
お
り
、
佐
野
さ
ん
は

「
天
文
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
が
足
を
運
べ
る
揚
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。


